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子供が自らの問いをつなげるデータの活用 

－高学年における他教科との繋がりに視点を当てた単元構想を通して－ 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 研究目的 

  はじめにデータの活用に関する学習についてのアンケートを学級の子供を対象に実施したところ，約

80%以上の子供はどのような内容か理解しておらず，日常生活においてもどのような場面でデータが用い

られているのか把握していない事が分かった。また，データの活用の学習に対して難解なイメージが先行

し，単元に入る前から消極的になってしまう子供の姿が見られた。アンケート結果からは，真ん中の 50％

を基準として見てみると、「１データの活用に関する学習に興味はありますか」という項目と「７データの

学習は楽しいと思いますか」という２項目で 50％以上の子供が否定的である事が分かる。それに比べて「２

の日常生活の中でデータを使っていると思う場面はありますか」という項目と「4 のデータの学習は生活

に役立つと思いますか」という項目、「6 のデータを扱う学習は必要だと思いますか」という３つの項目で

は 70%以上の子供が肯定的意見である事が分かる。この結果から、データを活用する事が生活の中で必要

であると感じている児童は多いが、データの活用に関する学習に対しては消極的であることが考えられる。

子供の様子と照らし合わせてみると、6 年生がこれまでの学習経験や生活経験の中でデータにふれる機会

はあったが、データの活用に関する学習に対しては興味関心が低く、学習前から消極的になる児童の姿が

見られた。しかし，身の回りには様々なデータが分析・活用されており，子供自身の生活にも密接に関わ

っている。これからの時代を生き抜いていく子供たちにとっては，データ活用の力が必須となってくるだ

ろう。そこでこれらのアンケート結果から，データの活用の学習を通してどのような子供を育てたいかを

明確にした。１つ目は「データを分析・活用する事で新たなものの見方・考え方に気付く力」、２つ目は「デ

ータから読み取った事柄について自分なりに結論を出す力」、３つ目は「根拠を持って論理的に他者へ伝え

る力」だ。これらの３つの力を育むことで、子供のデータの活用に対する興味・関心を引き上げ，子供が

データの活用の学習で身に付けた資質・能力を，実生活の場面でも生かすことができるようにするための

支援ついて研究を進めることとした。 
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1．データの活用に関する学習に興味はありますか。

2．日常生活の中でデータを使っていると思う場面はあり…

3．データを日常生活の中で使うことはありますか。

4．データの学習は生活に役立つと思いますか。

5．データを日常生活の中で使おうと思いますか。

6．データを扱う学習は必要だと思いますか。

7．データの学習は楽しいと思いますか。

データの活用についてのアンケート単元前（6の1）

積極的肯定 肯定 否定 積極的否定



２ 研究方法 

 （１）子供が「数学的な見方・考え方」を自在に働かせるための数学的活動の設定 

  データの活用における数学的な見方・考え方とは，不確定な事象について調べていく中で，データの特

徴や傾向から見えてくるものではないかと考えた。第６学年「資料の調べ方」では，平均値のみで比べて

いた事象が他の代表値や表・グラフなどを用いることで新たに見えてくる事柄と考えた。このような数学

的な見方・考え方を養うために，以下の４つの活動を取り入れた。①予想や仮説を立てる活動，②根拠を

持って自分の考えをまとめる活動，③友達との話し合い活動，④自分の考えを表現する活動である。この

ような活動を通して子供はデータや他者との対話を繰り返し行い，数学的な見方・考え方を広げ，深めて

いった。 

（２）数学的活動を充実させるための授業展開上の支援 

板書による支援では，キーワードやデータから分かる事実・推測されることなどを色分けし整理した板

書や，話合い活動が深まるように，子供の思考の流れに沿ったデータの提示を行った。問いや発問におけ

る支援では，身の回りの問題について，単元を通しての問いとして設定し，その解決に向けて子供自らが

主体的に取り組むことができるようにした。また，授業の中では「なぜそのように考えたのか」と発問す

ることで，子供自身が根拠となるデータや友達の意見について考え，データに対する見方・考え方が変容

していくよう支援した。 

（３）数学的に考える資質・能力を明確にした学習評価の充実 

  学習評価の充実として，単元の終末に児童自らが，学習したことを生かしてデータを分析・活用する場

面を設定した。単元を通して身に付けた資質・能力を活用する場面を設定することで，子供が自ら主体と

なって活動を進め，生きて働く力の育成につながった。また，振り返りの視点を示した振り返りシートを

用いた。そうすることで，単元を通した子供の学びの変容に子供自身も教師自身も気付くことができ，デ

ータを活用することの有用性や面白さを感じることにつながった。また，教師が子供のつまずきに気付き，

次の授業改善へつなぐことができた。 

３ 研究の実際 

（１） 単元名 資料の調べ方 

（２） 指導にあたって 

   本学級の児童は，算数科の学習に対して意欲的に取り組もうとする児童が多い。特に，新しい問題に

出合ったときには，既習内容を使って問題を解こうとする姿は多く見られる。しかし，自分の問題解決

の過程を友達に説明することに苦手意識をもっている児童は半数以上おり，授業の中でも前に出て説明

しようとする児童は限られている。 

   児童はこれまでの学習で，第２学年で簡単な表やグラフ，第３学年で棒グラフ，第４学年で折れ線グ

ラフ，第５学年で円グラフや帯グラフ，割合，平均について学習してきている。平均値については第５

学年で学習しているが，その他の代表値やドットプロット，度数分布表やヒストグラムについては初め

て学習することになる。 

   本単元では，目的に応じてデータを収集，分類整理し，結果を適切な手法を使って表現する。また，

それぞれのデータから特徴を読み取り，判断した結論について多面的・批判的に考察していく。結論を

出す過程では，まずは自分なりの結論を出したり，妥当性について批判的に考察したりして多面的に見

る力を養いたい。このような「問題―計画―データ―分析―結論」という５つの段階を経た統計的な問

題解決を通して，単元の学習の理解を深めていく。 

本時では，全 10 時間のうち９時間目を予定している。資料の調べ方について学習したことを生かし

て，「給食の残食量」をテーマに問題解決をしていきたい。「給食の残食量」について集めたデータ，ま

たは表やグラフなどから特徴を読み取り，自分なりの結論をもたせておく。自分なりの結論について説



明する場を設け，根拠を持って論理的に他者へ伝える力を育てていきたいと考える。友達と結論を話し

合う中で，データへの多面的・批判的な見方・考え方を養っていきたいと考える。 

（３） 研究主題との関連 

  ①「数学的な見方・考え方」を自在に働かせるための数学的活動の設定 

   この単元でいう数学的な見方・考え方とは，結果が定まっていない不確定な事象について調べていく

中で，データの特徴や傾向から見えてくるものだと考える。今までは平均値のみで比べていた事象が，

他の代表値や表やグラフなどを使うことによって，新たに見えてくる見方・考え方ではないかと考える。

このような数学的な見方・考え方を養うために，まずは事象に対する予想や仮説を立て，自分の考えを

もたせたい。自力解決していく過程では，他者を納得させるために，データの数値から見える根拠を持

って，自分の考えをまとめていくことが大切であることを伝えたい。次に自分の考えをもった上で，友

達との話し合い活動を行い，児童自身のデータに対する見方・考え方を広げ，深めていきたいと考える。

問題解決の過程の中で自分の考えをもち，そして相手に表現していく対話的な活動を重視していきたい

と考える。 

  ②数学的活動を充実させるための授業展開上の支援 

   この単元の特徴は，結果が定まっておらず，見方・考え方が広がるほどあらゆる結論が出てくるとこ

ろだと考えられる。そのため，教師側が結論を定めてしまうことなく，児童の自由な見方・考え方が発

揮されるような問いや発問，板書計画をしていきたいと考える。 

  ③数学的に考える資質・能力を明確にした学習評価の充実 

   この単元で育成を目指す資質・能力は，「目的に応じてデータを収集，分類整理し，結果を適切に表現

すること」「統計データを読み取り判断し，結論について多面的・批判的に考察すること」である。これ

らの資質・能力を身に付けられるようにするための学習評価の手立てとしては，２つある。１つ目は，

資料の調べ方で学習したことを生かして，第３次で児童自ら仮説を立てて，データを分析していくとい

う場を設けたことだ。児童自らが主体となって進めていくことで，生きて働く力の育成につなげたいと

考える。２つ目は，振り返りの充実である。学習したことを振り返る時間や表現する場の確保をする。

振り返りシートを用いることで，単元を通して子供の振り返りの変容を見取り，子供と教師の学習評価

に活かしたいと考える。 

（４） 単元の評価規準 

知識・理解 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・代表値の意味や求め方を理解

している。 

・度数分布を表す表やグラフの

特徴及びそれらの用い方を理解

している。 

・目的に応じてデータを収集し

たり適切な手法を選択したりす

るなど，統計的な問題解決の方法

を知っている。 

・目的に応じてデータを集めて

分類整理し，データの特徴や傾向

に着目し，代表値などを用いて問

題の結論について判断するとと

もに，その妥当性について批判的

に考察している。 

・目的に応じてデータを集めて分

類整理し，適切な手法を選択し，表

現しようとしている。 

・統計的な問題解決の場面を身の

回りから見付け，学習したこと活

用しようとしている。 

（５） 単元計画(10 時間) 

学習活動 教師の支援 

(〇教師の支援 ・子供の思考) 

評価規準 

(◎最重点評価項目〇重点評価項目) 

第 1 次 資料の整理 

1．ソフトボール投 〇どのようにすれば記録を比べ合うこと ◎主記録を比べ合うための方法を考え



げの記録を比べる。 ができるかを問う。 

・各クラスの平均を出せばいい。 

・1 番大きい値と 1 番小さい値を比べてみ

よう。 

ようとしている。 

〇知平均値について理解することがで

きる。 

2．ドットプロット

を使って散らばり

の様子を調べ，資料

の特徴を見付ける。 

〇ドットプロットのかき方について理解

させ，特徴について着目させる。 

・まとまっているものや散らばっている

ものがある。 

知ドットプロットのかき方について理

解することができる。 

3．ドットプロット

の考察を通して，中

央値や最頻値につ

いて理解する。 

〇ドットプロットを使って，視覚的に分か

りやすく中央値や最頻値の意味について

理解させる。 

・中央値は，真ん中の値のことかな。 

・最頻値は 1 番多い値のことかな。 

知中央値や最頻値の意味について理解

することができる。 

第 2 次 散らばりの様子を表す表・グラフ 

4．ドットプロット

を使って度数分布

表に整理し，資料の

特徴を見付ける。 

〇度数分布表に整理する際の階級をどの

程度にすればよいかを話し合わせる。 

・全体が 10ｍ～45ｍだから，階級は 5ｍか

10ｍがいいかな。 

思度数分布表へ整理の仕方や特徴を考

えている。 

5．度数分布表をも

とにヒストグラム

（柱状グラフ）をつ

くる。 

〇ヒストグラムと棒グラフのちがいにつ

いておさえる。 

・棒グラフは隙間があるけどヒストグラ

ムは隙間がないな。 

思ヒストグラムの表し方や棒グラフと

の違いについて考えている。 

6．工夫されたヒス

トグラム（人口ピラ

ミッド）について考

察する。 

〇人口ピラミッドやその他のグラフにつ

いての特徴や使い方についておさえる。 

・人口ピラミッドは何年後かの形も予想

できそうだな。 

知工夫されたヒストグラムやその他の

グラフの特徴や使い方について理解す

ることができる。 

第 3 次 資料の調べ方を使って 

7．これから調べる

問題について知り，

計画を立てる。 

〇問題からどのようなデータを集めれば

よいかを考えさせる。 

・データは２つとった方がいいかな。 

主問題について考えようとしている。 

8．データを集めて

整理し，表やグラフ

などにまとめ，各自

で分析する。 

〇ドットプロットや度数分布表などの既

習内容を活かしながらデータを整理し，自

分の考えをもたせておく。 

・ヒストグラム，折れ線グラフ，円グラフ，

帯グラフなど。 

知集めてきたデータから分類整理し，

適切な手法を選んで表現することがで

きる。 

9．本時 （本時参照） 

10．学習内容を確認

する。 

〇単元全体を振り返り，感想などをノート

に書かせる。 

・初めの考えと比べての変容を書いてい

る。 

主単元を通して主体的に関わろうとし

ている。 

 

 

 



（６） 本時の学習(９/１０) 

 ① 目 標 

   残食量について調べた結果をもとに，友達との話し合い活動を通して，データに対する多面的な見方・

考え方があることに気付くことができる。 

 ② 展 開 

学習活動 子供の思考 

(評価の観点と方法) 

教師の支援 

１ 本時の学習課題をつか

む。 

 

 

 

２ 自分で考えた結論をも

とに，全体で話し合う。 

 ・平均値 

 ・代表値 

 ・ドットプロット 

 ・度数分布表 

 ・ヒストグラム 

 ・その他のグラフ 

 

３ データから分かったこ

ととデータから推測され

ることを整理し，まとめ

る。 

４ 本時の振り返りをする。 

・ワークシートを見ながら，初めの自分の

予想した仮説を振り返っている。 

・自分の結論について確かめている。 

 

 

・平均値は同じだけど，中央値と最頻値は

ちがうな。 

・見る代表値によって結論が変わるな。 

・同じ表現方法でも，目をつけるところが

違うと結論が変わるな。 

・天気や時間も関係あるかも。 

（思・主発言・ワークシート） 

 

 

・食べる時間や給食メニューも関係してい

るんじゃないかな。 

・時間や天気は実際のデータをとらないと

分からない。 

・話し合いを通して，気付いたことや考え

が変わったことについて書いている。 

（思発言・ワークシート） 

・ワークシートと黒板の提示

の仕方を同じにすることで，

比較しやすいようにしてお

く。 

・既習内容を使えるように，黒

板にキーワードを提示してお

く。 

・子供の結論を整理しておき，

学習した順番で黒板に出すこ

とで，話し合いが深まってい

くようにする。 

・データに対する見方・考え方

が変わるような発問をしてい

く。 

・データから分かる事実とデ

ータから推測されることを色

分けし，区別して考えられる

ようにする。 

・振り返る視点について提示

する。 

（７） 具体の評価規準 

思考力・判断力・表現力 複数のデータを関連づけて，どのようなことが分かるかを考えた

り，説明したりしている。 

主体的に学習に取り組む態度 自分なりの結論について他者へ伝えようとしている。 

「十分満足できる」と判断される状況 得られた結論をもとに，友達との話し合い活動を通して，さらに

データに対する多面的・批判的な見方・考え方を深めている。 

（８）問いをつなげる授業 

 本時の授業では，各グループごとでの発表を行い，それぞ 

れの結論をつなげていくことで 6 の 1 の残食量の特徴につい 

て考えた。各グループの発表が終わった後に出てくる問いや 

教師側からの発問を工夫することで，データ分析の仕方の工 

夫に気付いたり，データどうしのつながりに気付いたりする 

子供の姿が現れた。 

 

自分の考えと友達の考えを比べ合い，６の１の残食量の特徴を考えよう。  



（９）振り返りシート 

 振り返りの視点を明確にした振り返りシートを作成し，単 

元を通しての子供の学びの変容を見取ったり，教師自身の授 

業改善に活かしたりした。評価規準を明確にしておくことで， 

子供も教師もゴールを明確にした学習の積み立てを行うこと 

ができた。 

（10） 本時の板書 

 

４ 研究の成果 

子供の振り返りシートの記述からは、「これから野鳥のデータを

グラフにしてみたい」や「給食の残食量で関係があるだろうと思っ

ていたものが実は関係がなくて驚いた」など、学びの変容やこれか

ら意欲的に取り組もうとする様子が見られた。 

子供が主体的にデータの活用に関する学習に取り組むためには，

子供が自ら問題に対する問いをもてるような教師の手立てが必要

である事が分かった。単元後アンケート結果からは、1 番否定的意見の多かった「データの学習は楽しいと

思いますか」や「データの活用に関する学習に興味はありますか」という２項目で、肯定的意見が増えた。

このことからデータの活用に対する興味は上がり、学習に対して肯定的に捉える子供が増えたと考えられる。 

子供が自ら問いをもち，問いをつなげていくことで，主体的にデータの分析を進め，データの活用の楽しさ

に気付くことができた。子供が課題解決のために，自らの問いをつなげていけるよう単元構想を練り，授業

展開上の支援を考えていく事が大切である。また，６年生の学習では，今まで子供が身に付けた資質・能力

を発揮する場面が多いため，教師は系統性を意識して指導に当たる必要がある。今後も，子供がデータを分

析・活用する有用性を感じる授業を展開していきたい。 
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1．データの活用に関する学習に興味はありますか。

2．日常生活の中でデータを使っていると思う場面はあ…

3．データを日常生活の中で使うことはありますか。

4．データの学習は生活に役立つと思いますか。

5．データを日常生活の中で使おうと思いますか。

6．データを扱う学習は必要だと思いますか。

7．データの学習は楽しいと思いますか。

データの活用についてのアンケート単元後（6の1）

積極的肯定 肯定 否定 積極的否定


